
 

 

 

 

 

鎮守の森 ついたち市 

厳しい冬が過ぎて、春がやってきました。新年度もついたち市は「ゆるやかに集まり、つ

ながる」ことを大切にして開催していきます。鎮守の森、波々伯部神社は古来より、疫病を

鎮める神さまとして、人々から尊ばれてきました。新型コロナの一日も早い終息を共に祈り、

子どもから高齢者まで、だれもが幸せで平和なひとときを過ごしましょう。 

と き  4 月1 日（木）10 時～13 時頃 

ところ  波々伯部神社（丹波の祇園さん） 

 

＊出店＊ 
拓屋（お楽しみ）、10 円ショップめだか（リサイクル）、どんぐり（お絵かき&シール作り）、

ひつじ雲（手作り雑貨）、Ｓｕｎｆｌｏｗｅｒ（ジュエリーバックの小物）、風和（マスク、

黒豆みそなど）、moss*tone（苔テラニウム）、秋月堂（焼き菓子）、めぶき農房（お豆さん）、

まーちゃんの巻き寿司（巻き寿司）、sun rice kitchen(オーガニック弁当)、ぼくの気まぐれ

コーヒー（コーヒー）、お茶の実（読書コーナー）、なごみん（おてあて体験）など。 

 

 

＊新型コロナ感染予防に努めて、開催していきます。体調の

すぐれない方や発熱のある方は入場をお控えください。 

人との距離（ソーシャルディスタンス）、マスクの着用にご

協力ください。 

＊マイバック持参にご協力ください。できるだけゴミを出さ

ないようにご理解ください。 

＊雨天中止。新型コロナの感染状況により、中止の場合もあ

ります。 
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協賛広告 

募集中！ 
 

4月の予定 

1日（木） 10時～13時 ついたち市 

9日（金） 1時 30分～手しごとサロン 

16日（金） 1時 30分～手しごとサロン 

23日（金） 1時 30分～手しごとサロン 

 

＊マスクを着用、検温にご協力ください。 

＊参加申込みは風和までお願いします。 

NPO 法人 風和 
〒669-2414 

丹波篠山市宮ノ前 264 
TEL 079-556-2258 
FAX 079-506-1618 

http://www.npofu-wa.net 

感染予防対策に 

ご協力ください！ 
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お 礼 

～ありがとうございました～ 
・着物、布など頂きました。 

・令和 3 年度の協賛、賛助会費を納入

頂きありがとうございます。 

 

ふうわなくらし１４８ 

 恒例の後川寒茶作りがコロナで中止とな

ったので、今冬は一人で寒茶作りをするこ

とにしました。「むしろ」も頂き、準備万端に

整い、勇んで茶畑で寒茶を摘み（茶畑の

持ち主さんには許可をもらいました）、蒸

し、揉んで、10 日程乾かしで、良い感じに

できあがりました。早速に飲んでみると、寒

茶の味はするものの、どこか違うのです。

蒸し方？揉み方？と考えていると、息子が

「みんなで揉んでへんからやないの？」と

ポツリと言いました。「確かに、いつも、後

川ではたくさんの人の手の力が入ってるも

んなぁ！」と、思わず納得して、来年の寒

茶はみんなで作れたらいいな、と思ってい

ます。（千尋） 

手しごとサロンを再開します 熊谷喜美子 

緊急事態宣言も解除され、まだまだ油断は出来ませんが手し

ごとサロンも感染予防に気を付けながら再開していきたいと

思います。先日、地域の方から「以前の風和通信を見て、使わ

ない着物生地など、有るので使って貰えたら。」と電話があり、

着物生地など頂いてきました。ありがとうございました。 

金曜日の午後２時間ですが、みなさん心待ちにしておられます。

ミシンをかけながら「楽しい！」「うれしい」との笑顔にホッ

コリします。マスク作り、布袋、手縫い雑巾など一度に沢山出

来ませんが、出来上がった時の喜び、買って頂いた喜びを共有

して、元気をもらっています。 

体温測定、マスク着用、マイ水筒持参です。みんな

と大きな声でおしゃべりしながら、お茶会が出来る

日を楽しみにしています。 

 

まちライブラリーの本棚から ⑭ 

つどい場お茶の実  原 美由紀 

 主人公の桃子さんは一人暮らしの７４歳。３月の夕暮れ時、

２階の窓を開けて外を眺める桃子さんは、すでにこの世にいな

い“ばっちゃ”と会話しながら、あの頃のばっちゃと同じ年に

なっていることに気づきます。 

 東京オリンピックの頃、故郷の東北を飛び出した桃子さんの 

物語は３月のある日の午後から始まり、梅雨時、８月の終わり、秋の始め、１２月、年が明け節分を

経て、再び３月の昼下がりへと進んでいきます。1 行目から東北弁・・・「あいやぁ、どうすっぺぇ」 

さて、それはさておき、物語としてはほぼ１年間ですが、それだけではなくもっと大きな時間の流れ

や異なる次元を感じると思います。特に、節分の南京豆をいじくりながらしゃべる桃子さんの言葉は

胸に迫るものがあります。そして迎えた３月３日、物語の終わりに同じ２階の窓を開けたのは・・・。 

歳をとるのも悪くないと思えるような小説を「玄冬小説」というそうで、最後にそれを

感じさせてくれる物語です。 

『おらおらでひとりいぐも』 若竹千佐子 2017年 河出書房新社 

令和 3年度 ＮＰＯ法人風和賛助会員、 

協賛広告ご支援よろしくお願いします。 

賛助会員 1口 1000円（3口以上幸いです） 

協賛団体 1口 3000円 

協賛広告 12回分 5000円 

※郵便振込または風和までお申し出下さい。 

振込先（郵便局）名義 ＮＰＯ法人風和番号 14380－70801431 

世の中を明るく 

心あたたかく 

マツモト電化 

サービス 

丹波篠山市安口 884 

079(557)1064 

丹波ささ山特産品 

販売・卸し 

やき栗直売 

丹波ささ山 

森本 
丹波篠山市 

河原町 206 

079（552）4792 

 

 

 

 

 

〒669-2441 

丹波篠山市日置 37 


